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回
投
稿
規
定
回

一　
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
員
は
、
本
誌
に
投
稿
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　
原
稿
の
内
容
は
、
国
語
学

・
国
文
学

。
国
語
教
育
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
。
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
三
十
枚
前
後
と
す
る
。

一　
原
稿
の
送
り
先

〒
五
六
〇
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町

一
―

一

大
阪
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
気
付

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
編
輯
委
員
会
宛

一　
原
稿
の
採
否
は
編
輯
委
員
に

一
任
さ
れ
た
い
。

一　
投
稿
原
稿
は
原
則
と
し
て
返
却
し
な
い
。
採
用
に
な
ら
な
か
っ
た
原
稿
の

返
却
を
希
望
す
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
申
し
出
て
ほ
し
い

（返
送
料
添
付
の

こ
と
）。

一　
論
文
掲
載
の
場
合
は
、
本
誌
十
部

・
抜
刷
三
十
部
を
贈
呈
す
る
。
さ
ら
に

入
用
の
向
き
は
、
そ
の
旨
申
し
出
が
あ
れ
ば
実
費
で
増
刷
す
る
。



編
集
後
記

▽
暖
冬
か
厳
冬
か
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
冬
が
終
え
、
と
り
あ
え
ず
は
ま
っ
と
う

な
春
に
な
り
ま
し
た
。
璽
”文
」
第
五
十
六
輯
を
お
届
け
し
ま
す
。
印
刷
等

の
都
合
で
若
千
遅
れ
気
味
を
お
わ
び
し
ま
す
。
後
藤
昭
雄
教
授
の
平
安
期
漢

文
学
の
論
考
と
胡
氏
の
源
氏
物
語
論
考
、
玉
村
氏
の
語
史
論
考
と
小
林
氏
の

活
用
に
関
す
る
論
考
と
、
国
文
学

。
国
語
学
の
論
文
を
そ
れ
ぞ
れ
時
代
順
に

従
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
新
刊
紹
介
が
二
本
。
名
誉
教
授
、
島
津
忠
夫
先
生

の
御
編
著
書
と
、
山
口
尭
二
教
授
の
御
著
書
、
発
刊
後
や
や
時
間
が
た
ち
ま

し
た
が
、
コ
”文
」
と
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

▽
本
誌
は
八
九
年
末
に
学
術
刊
行
物
と
し
て
認
定
さ
れ
、
五
十
三

・
四
輯
の
合

併
号
よ
り
郵
送
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
し
た
。

▽
内
容
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
充
実
の
た
め
、
璽
頭文
に
是
非
」
と
い
う
御
投
稿

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（出
原
隆
俊
）

語
文
　
第
五
十
六
輯

平
成
三
年
五
月
十
五
日
　
印
刷

平
成
三
年
五
月
二
十
日
　
発
行

獅
篠
者。

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

〒
剛
　
大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一―

大
阪
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
研
究
室

代
表
　
信
多
純

一

振
替
口
座
　
大
阪
　
四
―
二
四
六
四

一

電
話

　

（〇
六
）
八
四
四
―

一
一
五

一

印
　
刷
　
昭
和
堂
印
刷
所
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